
６月の行事予定
日 曜 行 事 予 定

１ 木 ４年校外学習（硫黄山）、職員会議

２ 金 尿検査１次

運動会実行委員会

５ 月 全校朝会、おはなしはらっぱ２年

４年校外学習予備日（硫黄山）

６ 火 歯科検診４～６年

７ 水 内科検診５・６年

８ 木 ４年校外学習（釧路清掃工場）、図書館バス

９ 金 耳鼻科検診１・４年

５年校外学習（アイヌ・更科資料館）

運動会実行委員会

１４ 水 運動会総練習、内科検診（未受診）

１５ 木 運動会総練習予備日

１６ 金 尿検査（２次）

運動会実行委員会

１７ 土 運動会

１８ 日 運動会予備日

１９ 月 振替休業

２０ 火 運動会片付け、歯科検診（未受診）

２１ 水 心臓検診（１年）

２２ 木 ３年校外学習（900草原）

租税教室6年、図書館バス

２３ 金 児童委員会（運動会反省含む）

２４ 土 数学検定

２６ 月 体力テスト時間割開始

２７ 火 ４年校外学習（清掃工場）予備日、小中高連携会議

２９ 木 ３年校外学習予備日（９００草原他）

３０ 金 児童委員会

このような経験を毎日たくさん積んで、挨拶は習慣と

して自分からできるようになってほしいものです。もし

も、挨拶が返ってこなくても、がっかりしなくて大丈夫

です。挨拶は自分からすることに大きな価値があるので

すから。

子どもに挨拶の習慣を育てるために、もっとも重要な

のは大人の姿です。大人の挨拶が子どもの挨拶の習慣を

育てます。

朝、校内で響く先生方と子どもたちの挨拶の声を聞い

て、こんなことを考えました。

次の漢字を読めるでしょうか。拶る。これは「せまる」と

読むそうです。もう一つ。挨く。これは「ひらく」と読む

そうです。ふたつを合わせて、挨拶です。

つまり、挨拶とは、自分の心を開いて相手の心に近づいて

いくという意味を持っています。

元々は禅の言葉で「一挨一拶（いちあいいっさつ）」といっ

て、師匠が門下の僧にまたは修行僧同士があるいは軽く、

あるいは強く、言葉や動作で、その悟りの深浅を試すこと

を意味したそうです。そこから転じて、現在のように、応

答とか返礼、儀礼や親愛の言葉として使われるようになり

ました。

子どもに育てたい主体性の表れのひとつが挨拶です。

自分から進んで挨拶をすると、気持ちも清々しくなるもの

です。「おはようございます。」こんな挨拶一つで、なんだ

かやる気がわいてくるような気さえします。また、挨拶が

返ってくると相手と心が通じたような気がします。こう考

えると、挨拶はよりよい人間関係づくりの第一歩と言える

かも知れませんね。

今年度の本校運動会を下記のとおり土曜日に全校一斉の

午前日程で開催いたします。運動会テーマ『全力‼～スポ

ーツマンシップ・協力・楽しむ～』のもと、学習の成果を

お見せできるよう、日々練習に励んでおります。当日は子

どもたちの取り組む姿に、熱い声援をお願いいたします。

１．日 時 ６月１７日（土）８：４５～１１：３０

２．会 場 弟子屈小学校グラウンド

・１７日が天候不良の場合は順延となります。

※詳しくは5/2６配布の案内文書を確認ください。

・実施・順延の連絡については、弟小安心メールにてお知

らせいたします。

・運動会の座席については、抽選を行い決めます。

※詳しくは5/2９配布の案内文書を確認ください。

・駐車場は修武館、コラーレ、役場駐車場をご利用くださ

い。（学校前駐車場は許可制です）

・座席での飲食はご遠慮いただいております。（水分補給

は可能です）

・受付や検温は行いません。当日発熱や咳等、普段と異

なる症状がある場合は、参観をご遠慮ください。

・日程終了後のテント片付け等にご協力をお願いします。

６月の帰宅時刻は,午後６時です
気温も、徐々に暖かく感じる季節に

なってきました。外で遊ぶ機会も増え

てきたのではないでしょうか？

お子様が遊びに出かけるときは、安

全面からも、行き先や帰宅時刻につい

て確認するようにお願いします。



みなさまのご協力で今月もベルマー

クが集まっております。今月分の集計

は、来月分と合わせて次回の学校だよ

りで報告いたします。

毎月２０日を集約〆切日とし、回収しておりますの

で、今後もご協力のほどよろしくお願いいたします。

５月２日・２２日の２回、避難訓練を行いました。

１回目は不審者が侵入した際の対応の訓練です。不審

者の侵入を「児童・職員にわかる合言葉」を使い放送

で知らせ、鍵のかかる部屋に逃げる訓練を行いました。

初めての訓練で課題も確認することができました。２

回目は地震発生後、理科室から出火したことを想定し

た避難訓練です。事前指導もあり、みんな真剣に且つ

速やかに避難することができました。本校には火災発

生場所によって避難経路が西側と東側の２通りがあり

ます。避難指示の放送をしっかり聞き、西側経路を４

分４５秒で避難することができました。また、避難の

ときの合言葉「おかしも」→「お」さない、「か」け

ない、「し」ゃべらない、「も」どらない、も確認しま

した。不審者侵入や災害はいつ起きるかわかりません。

いざというときに安全に避難し命を守れるよう今後も

定期的に訓練を実施していきます。

5月下旬から学習指導員とスクールサポートスタッ

フの2名の方に来ていただいております。学習指導員

の斉藤朱里先生。主に少人数指導（算数教室）の指
導の補助など、学校の教育活動をサポートしてくださ

います。スクールサポートスタッフの青木花梨さん。
先生方の授業準備や宿題プリントの作成などをお手伝

いしてくださいます。お二人とも7月31日までの勤

務となります。よろしくお願いいたします。

本プロジェクトは、平成２３年に京都府内において

交通事故で亡くなった男の子（当時4歳）が生前大切

に育てていたひまわりの種を、ご遺族から警察官が引

継ぎ、全国各地でその種を広め、ひまわりを開花させ

ることで、命の大切さと交通事故防止を伝えていくた

めに実施している活動です。本校で

は、毎年弟子屈警察署の方を講師に

4年生がこのプロジェクトを行って

います。授業の最後には、学校前の

花壇に、受け継がれてきたひまわり

の種を植えました。夏には大きな花

を咲かせることでしょう。

５月２５日にPTA第2回三役・役員会、第1回委員

会が行われました。コロナ禍による活動自粛を経て３

年ぶりの委員会となりました。自粛期間はPTA会員

の集う場も少なかったため、今年は活動を通して会員

の繋がりを深めることができればと考えます。

学級委員会・研修委員会・広報委員会に分かれ、今

年度の活動の計画を行いました。とても意欲的な話合

いが進められ、生き生きとした雰囲気が感じられまし

た。長いブランクのため手探りな部分も多いですが、

児童の教育活動を支えるために、

できるところから始めていきます。

会員の皆様にはPTA活動へのご理

解ご協力をお願いいたします。

５月２７日土曜授業日、子どもたちの校舎外清掃（ゴ

ミ拾い活動）に合わせて、PTAによる校舎外清掃を

午前10時から1時間行いました。作業はこの3年間行

えずにいたグラウンド周りの側溝清掃です。保護者・

教員あわせて２８名が集まりました。予定では１時間

の作業で側溝全体の四分の一程度できればと思ってい

たのですが、なんとグラウンド１周すべての側溝をき

れいにすることができました。自然と役割分担ができ

PTAの方々の手際のいい動きに驚きました。役員の

方が重機も用意してくださり作業がスムーズに進みま

した。また、この日冬のイベント会場の清掃活動をし

ていた商工会等の方々もお手伝いに来てくださいまし

た。ありがとうございます。

作業終了後の集まりで

は、自然と拍手が沸き起

こりました。この活動を

通してPTAの力強さを

感じました。今後もPT

A活動へのご協力をお願

いいたします。

５月１０日に開成建設の方がグラウンドの転圧作

業をしてくださいました。早々にグラウンドでの体

育の授業や休み時間に子どもたちが元気に遊ぶ姿が

見られました。これから夏本番

を迎え、子どもたちがグラウン

ドで遊ぶ機会が増えてきます。

ありがとうございました。


